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徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」

第49号

水準の高い看護を目指し認定看護師の育成を進めています
当院では、医療の高度化、専門分化に対応し、特定の看護分野において指導的な役割を担う認定看護師を育成しています。
認定看護師は、日本看護協会の認定審査に合格し、特定の看護分野において熟練した看護技術と知識を有することを認められた者です。
認定を得るためには、一定の実務経験を有するとともに、県外の指定教育施設において6ヶ月・600時間以上の研修・教育課程を修了
しなければならないなど厳しい要件を満たす必要があります。
現在、当院には感染管理の認定看護師が配置されているほか、皮膚・排泄ケア、がん化学療法看護の分野についても本年度認定審査に合格

しました。また、緩和ケア、新生児集中ケアについても研修期間を得て来春に認定が得られる見込みです。病院では、今後さらに、手術看護
などの分野についても認定看護師を育成していく考えであり、それぞれの分野における看護の質の向上と水準の高い看護の実践を目指します。

― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― • ― •

化学療法の目的は治癒・延命・症状緩和です。
大部分の患者さんは延命目的で治療を受けられ
ることが多く、化学療法が入院から外来通院治
療へ移行してきている昨今は、副作用症状のマネジメントが治療を
継続していくために重要となってきております。
当院でも在院日数の短縮化やＤＰＣの導入、がん対策基本法の制
定を受け、２００６年度から外来化学療法室を開設いたしました。私
はその立ち上げから化学療法に携わっておりましたが、抗がん剤の
投与管理の難しさ、また新規抗がん剤などの複雑な副作用症状への
対応に苦労しておりました。薬剤について患者さんが納得される説

がん化学療法看護認定看護師
盛 佐知子

明ができているのか、副作用を最小限にできＱＯＬを維持できるよ
うなケアが提供できているのかなど、日々悩みながらの実践の中で、
がん化学療法看護認定看護師を目指すこととなり、資格を得ること
ができました。また本年４月に当院は「がん診療連携拠点病院」に指
定されたということもあり、がん治療における専門性や高度化を更
に進めるために、がん化学療法看護認定看護師として大きな役割を
担っていかなければならないと感じております。
新病院の２期工事も完了し、化学療法室も生まれ変わりました。
患者さんに安全に安楽に治療を受けていただける環境も十分に整
いました。その中で私はがん化学療法看護認定看護師として、科
学的な視点を持って患者さんの声に耳を傾け、安心して治療を受
け、その人らしく充実した生活が送れるようサポートしていきたい
と思っております。
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皮膚・排泄ケア認定看護師は、創傷（Wound）
ストーマ（Ostomy）失禁（Continence）の分野に
おいて実践・指導・相談を行います。
創傷においては、創傷治癒の知識をもとに褥瘡をはじめ、術後創傷

などのケアを行います。ストーマにおいては、局所ケアはもとより、
ストーマ装具の選択、ストーマ受容までの援助、退院後の生活指導など
を行います。失禁においては、疾患や手術による失禁に対する排泄管理
方法の指導、ならびに失禁に伴う皮膚障害の改善とその予防を行います。
現在は病棟勤務をしながら各病棟や外来からの依頼を受け、スタッ

フや患者さんからの相談や質問についてアドバイスし、ケア指導や日

皮膚・排泄ケア認定看護師
井筒 聖子

常生活指導を行っています。たくさんの患者さんとお会いしてコミュ
ニケーションをとりながら、問題点を探して解決方法をお伝えするこ
とは、豊富な知識と技術が必要とされます。
教育課程で学んだ知識や技術を磨き、患者さんに最新の情報やケア方
法をお伝えできるよう活動していきたいと思います。そして、患者さん
が入院中も退院後も安心して生活して頂けるようなサポート体制を整え
ていきたいと考えております。
今後は患者さんとのふれあいの場となるストーマ外来の開設を目標に活
動して参りたいと思います。また、院内での研修や各病棟での勉強会など
を通して、病棟スタッフの知識や技術の向上を目指して、徳島市民病院の
理念「思いやり・信頼・安心」の看護をお届け出来るよう活動して参ります。
認定看護師としてスタートしたばかりでまだまだ未熟ではありますが、

少しでも患者さんの支えとなれますよう日々研鑽して参りたいと思います。
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科 別 区 分 月 火 水 木 金

内 科

一 診 
( 内科総合診療 )

総合・糖尿病
三浦 眞司

総合・血液
渡辺 滋夫

総合（週交代）
渡 辺
三 浦

総合・循環器
折野 俊介

総合・消化器（週交代）
辻

猪 井

二 診 消化器・肝臓
筒井 朱美

消化器・総合
岸 史子

消化器・総合
辻 泰弘

呼吸器・総合
湊 義彰

呼吸器
杉田 明美

三 診
呼吸器（週交代）

湊
杉 田

循環器・総合（週交代）
折 野
河 野

血液・総合
橋本 年弘

消化器
猪井 順也

循環器
河野 智仁

四 診 総合・内分泌・糖尿病
井野口 卓

女 性 外 来 第 3水曜日 第1金曜日

外 科

一 診 消化器・肝胆膵
和田 大助

大腸・肛門
惣中 康秀

呼吸器・甲状腺乳腺
露口 勝

消化器・血管
惣中 康秀

消化器・肝胆膵
三宅 秀則

二 診
消化器・甲状腺
山崎 眞一

呼吸器・乳腺
日野 直樹

消化器・一般
井川 浩一

呼吸器・一般
三好 孝典

消化器・一般 ( 奇数週 )
尾形 頼彦

呼吸器・一般 ( 偶数週 )
松岡 永

脳神経外科
一 診 藤本 尚己 宮本 理司 蔭山 武文

手 術 日
藤本 尚己

二 診 宇山 慎一 担 当 医
脳血管障害
宮本 理司 宇山 慎一

整形外科
一 診

関節
中野 俊次

関節
島川 建明

手の外科
湊 省

関節
中村 勝

脊椎
千川 隆志

二 診 千川 隆志
午前 中村 勝 脊椎

中川 偉文 島川 建明
午前 中野 俊次

午後 田岡 祐二 午後 宇都宮理沙
形成外科 午 前 柏木 圭介

小 児 科

午前
  8：30

～

11：00

一診（当日受付） 西岡 理恵 松岡 優 森 一博 藤野 修司 岸 揚子

二診（要予約） 神経・相談
山上 貴司

発達外来
山下 和子

相談
山上 貴司

循環器
森 一博

循環器・アレルギー
松岡 優

午後
13：30

～

16：00

（予約または
紹介のみ）

一 診 予防接種・一般外来
西岡 理恵

予防接種・一般外来
藤野 修司

エコー外来
森 一博

循環器
森 一博

循環器・アレルギー
松岡 優

二診（脳波） 神経外来
山上 貴司

発達外来
山下 和子

一般外来
山上 貴司

一般外来
藤野 修司

一般外来
岸 揚子

三 診
乳児健診
担 当 医

産婦人科
婦 人 科 婦人科全般

東 敬次郎
婦人科全般
福井 理仁

婦人科全般
井川 洋

婦人科全般
森出 直子

婦人科全般
東 敬次郎

産 科 周産期
福井 理仁 井川 洋 東 敬次郎

特殊妊婦
福井 理仁 森出 直子

耳鼻咽喉科 午 前 徳 大 医 師
休 診 休 診

徳 大 医 師 徳 大 医 師
午 後 休 診 休 診 休 診

皮 膚 科 午 前 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之 徳 大 医 師 内田 尚之
午後（予約診療・手術） 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之

眼 科 午 前 大木 武夫 大木 武夫 徳 大医師 大木 武夫 大木 武夫
午後（予約検査・治療） 大木 武夫 大木 武夫 手 術 日 大木 武夫 大木 武夫

放射線科

放射線治療・核医学診断 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明
総合画像診断 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫
乳腺・軟部・骨盤画像診断 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子
超 音 波 生島 葉子 生島 葉子
消 化 管 造 影 担 当 医 担 当 医 担 当 医

泌尿器科 横関 秀明 村上 佳秀 赤沢 善弘 村上 佳秀 横関 秀明
心療内科 午 前 大森 隆史

※ 予約なしで当日来院される場合の受付時間は、午前8時から午前11時00分までです。（急患の場合は除く）	
※ 泌尿器科の「CAPD	」・「ESWL」は、毎週木曜日午後で予約制です。
※ 女性外来の診察は、第１金曜日・第３水曜日に内科四診で行います。担当医は全員女性で予約制です。
※ 禁煙外来の診察は、木曜日は外科二診、金曜日は内科三診で行います。予約制です。
※ 青字は男性医師、赤字は女性医師です。 平成22年7月14日現在

外 来 診 療 担 当 医 師


